
（Banking as a Service

）
戦
略
を
推
進
し
て
い

る
。w
ｅ
ｂ
３
・０
領
域
で
は
、
暗
号
資
産
や
Ｎ
Ｆ

Ｔ
が
形
成
す
る
ク
リ
プ
ト
エ
コ
ノ
ミ
ー
が
、
新
し
い

価
値
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す
で
あ
ろ
う
。
Ｇ
Ｘ

に
関
し
て
は
、
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

が
重
要
で
あ
る
。
日
本
の
産
業
界
の
取
り
組
み
に

十
分
な
資
金
提
供
を
果
た
せ
る
よ
う
、
こ
こ
数
年
、

国
際
的
な
ル
ー
ル
メ
ー
キ
ン
グ
の
場
で
、そ
の
重
要

性
を
理
解
し
て
も
ら
う
努
力
を
続
け
、
成
果
を
上

げ
て
き
た
。今
後
も
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
加
え
、Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
測
定
や
削
減
計
画
の
策
定
支
援
な
ど
の

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
活
動
を
通
じ
て
、
日
本
の
脱
炭

素
化
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
日
本
経
済
が
長
期
停
滞
を
脱
出
す
る
た
め
に
は
、

新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
取
り

戻
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
経
団
連

は
、Society 5.0 for SD

G
s

と
「
サ
ス
テ
イ

ナ
ブ
ル
な
資
本
主
義
」
と
い
う
理
念
の
旗
の
も
と
、

企
業
の
変
革
へ
の
モ
メ
ン
タ
ム
を
高
め
、
成
長
と

フ
ェ
ア
ネ
ス
が
両
立
す
る
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
民
の
力
を
引
き
出
す
役
割
を
果
た
す
べ
き
で

あ
る
。

ド
す
る
分
野
へ
の
投
資
を
拡
大
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
促
す
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。
ま
た
、
新
陳
代

謝
を
た
め
ら
わ
ず
、
成
長
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い

分
野
へ
の
労
働
移
動
を
円
滑
に
進
め
る
体
制
整
備

が
必
要
で
あ
る
。
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
充
実
や
ジ
ョ

ブ
型
雇
用
の
拡
大
に
加
え
、
積
極
的
労
働
市
場
政

策
を
導
入
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　
２
点
目
は
、
活
力
あ
る
社
会
を
も
た
ら
す
フ
ェ

ア
ネ
ス
の
実
現
で
あ
る
。
高
度
成
長
期
に
原
型
が

誕
生
し
た
我
が
国
の
社
会
保
障
制
度
は
、
人
口
動

態
の
著
し
い
変
化
や
働
き
方
の
多
様
化
に
よ
っ
て
、

世
代
内
や
雇
用
形
態
間
、
世
代
間
の
不
公
正
を
生

ん
で
い
る
。
多
様
性
を
包
摂
し
、
一
人
ひ
と
り
の
潜

在
力
の
発
揮
を
通
じ
た
自
己
実
現
と
社
会
経
済
の

成
長
の
好
循
環
を
支
え
る
、
21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し

い
社
会
保
障
へ
の
変
革
を
果
た
す
べ
く
、
給
付
と

負
担
の
適
正
化
や
医
療
提
供
体
制
の
再
構
築
、
雇

用
形
態
に
中
立
的
な
税
と
社
会
保
障
な
ど
に
早
急

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
日
本
の
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築

に
向
け
、
金
融
も
、
Ｄ
Ｘ
や
Ｇ
Ｘ
を
軸
に
新
た
な

価
値
を
提
供
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｄ

Ｘ
に
つ
い
て
は
、
エ
ン
ベ
デ
ッ
ド
・
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
（Em

bedded F
inance

）、
す
な
わ
ち
非
金

融
サ
ー
ビ
ス
の
ア
プ
リ
を
通
じ
た
顧
客
の
購
買
行

動
に
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
溶
け
込
ま
せ
る
Ｂ
ａ
ａ
Ｓ

で
あ
っ
た
が
、
２
０
２
１
年
に
は
19
位
に
ま
で
下

が
っ
た
。
２
０
２
１
年
に
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
を
二

分
す
る
の
は
、
米
国
と
中
国
の
金
融
機
関
で
あ
る
。

経
営
力
の
優
劣
と
と
も
に
、
母
国
市
場
の
経
済
力

の
差
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
。
株
価
は
、
将
来

に
わ
た
る
収
益
を
織
り
込
ん
で
決
定
さ
れ
る
た
め
、

成
長
力
に
対
し
て
疑
問
符
が
付
け
ら
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

　
今
後
数
十
年
、
世
界
が
さ
ら
に
大
き
な
変
化
の

時
代
を
迎
え
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
日
本
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
企
業
活
動
の
制
約
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
分
断
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
止
ま
り
と
い
っ

た
世
界
の
大
き
な
潮
流
変
化
へ
の
対
応
に
加
え
、

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
長
期
停
滞
と
人
口
減
少
を
同
時

に
克
服
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ

う
な
現
実
を
直
視
し
、
成
長
と
フ
ェ
ア
ネ
ス
が
両

立
す
る
持
続
可
能
な
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築

が
必
要
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
１
点
目
は
明
る
い
未
来
へ
向
け

た
成
長
の
道
筋
を
描
く
こ
と
で
あ
る
。
長
期
停
滞

の
主
因
が
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
投
資
の
絶

対
的
不
足
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
今
後
の
成
長
を
リ
ー

持
続
可
能
な
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
構
築
と

Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
へ
の
貢
献

Society 5.0

で

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
資
本
主
義
の
確
立
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副
会
長
／
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
特
別
顧
問
　
平ひ

ら
の野
信の

ぶ
ゆ
き行

産
業
化
や
寡
占
化
が
進
ん
だ
。
日
本
の
銀
行
は
、

政
府
セ
ク
タ
ー
以
外
が
資
金
余
剰
に
転
じ
、
日
本

銀
行
に
よ
る
異
次
元
金
融
緩
和
政
策
が
長
期
に
わ

た
る
中
、
既
存
の
金
融
仲
介
モ
デ
ル
が
大
き
な
打

撃
を
受
け
た
。
従
っ
て
、
海
外
事
業
を
中
心
に
ト
ッ

プ
ラ
イ
ン
を
伸
ば
し
て
は
い
る
も
の
の
、
国
内
に
関

し
て
は
大
胆
な
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、
ボ
ト
ム

ラ
イ
ン
の
悪
化
を
回
避
し
、
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
で

あ
る
金
融
機
関
の
維
持
に
努
め
て
き
た
の
が
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
10
年
の
状
況
で
あ
る
。

　
足
元
の
課
題
に
触
れ
る
と
、
１
点
目
は
金
融
シ

ス
テ
ム
の
問
題
が
あ
る
。
９・
11
後
の
金
融
緩
和
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
金
融
機
関
の
巨
大
化
に
伴
う
リ

ス
ク
が
重
な
り
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
世
界
金
融

危
機
に
至
っ
た
。
そ
の
反
省
に
立
っ
て
金
融
規
制
が

強
化
さ
れ
、
金
融
機
関
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
は
高
ま
っ

た
が
、
予
断
は
許
さ
れ
な
い
。
最
近
の
市
場
の
混

乱
は
、
ア
ー
リ
ー
シ
グ
ナ
ル
と
し
て
受
け
止
め
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

　
２
点
目
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
で
あ
る
。

金
融
の
役
割
が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
が
、
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
っ
て
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
プ
レ
ー
ヤ
ー

は
過
去
20
年
で
激
変
し
た
。
暗
号
資
産
や
Ｎ
Ｆ
Ｔ
、

メ
タ
バ
ー
ス
な
ど
の
新
し
い
仕
組
み
も
次
々
に
登

場
し
て
い
る
。
利
便
性
と
信
頼
性
を
両
立
さ
せ
つ

つ
、
新
し
い
価
値
を
創
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
３
点
目
は
、
金
融
自
身
の
稼
ぐ
力
で
あ
る
。
世

界
の
金
融
機
関
の
時
価
総
額
ラ
ン
キ
ン
グ
を
見
る

と
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
は
２
０
０
７
年
に
は
11
位

　
こ
こ
数
十
年
の
マ
ク
ロ
経
済
の
動
き
を
見
る
と
、

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
不
良
債
権
処
理
が
遅
れ
て
い
た

日
本
の
金
融
業
界
に
と
っ
て
、
２
０
０
２
年
は
大

き
な
転
換
点
で
あ
っ
た
。
小
泉
政
権
下
で
打
ち
出

さ
れ
た
金
融
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
不
良
債

権
比
率
が
半
減
し
、
公
的
資
金
の
ほ
と
ん
ど
が
回

収
さ
れ
た
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
際
、
欧
米
に
比

べ
て
日
本
の
金
融
機
関
へ
の
影
響
が
限
定
的
だ
っ

た
一
因
は
そ
こ
に
あ
る
。

　
そ
の
後
、
欧
州
の
金
融
機
関
が
退
潮
す
る
中
で
、

日
本
の
金
融
機
関
は
海
外
で
積
極
的
な
事
業
展
開

を
進
め
た
が
、
残
念
な
が
ら
世
界
で
の
プ
レ
ゼ
ン

ス
は
高
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
間
、世
界
市
場
で
は
、

超
金
融
緩
和
の
影
響
で
急
速
に
拡
大
し
た
マ
ネ
ー

を
運
用
す
る
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
と
、
フ

ロ
ー
の
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
市
場
ビ
ジ
ネ
ス

が
、
大
き
く
シ
ェ
ア
を
伸
ば
す
と
と
も
に
、
装
置

金
融
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展

成
長
と
フ
ェ
ア
ネ
ス
が
両
立
す
る

経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築

  「
我
が
国
経
済
社
会
の
展
望
と
経
団
連
の
果
た
す
べ
き
役
割
」

パネル
ディスカッション
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（Banking as a Service

）
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Ｆ

Ｔ
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・
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で
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る
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本
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取
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も
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築
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融
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描
く
こ
と
で
あ
る
。
長
期
停
滞

の
主
因
が
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
投
資
の
絶

対
的
不
足
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
今
後
の
成
長
を
リ
ー

持
続
可
能
な
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
構
築
と

Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
へ
の
貢
献

Society 5.0

で

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
資
本
主
義
の
確
立
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副
会
長
／
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
特
別
顧
問
　
平ひ

ら
の野

信の
ぶ
ゆ
き行

産
業
化
や
寡
占
化
が
進
ん
だ
。
日
本
の
銀
行
は
、

政
府
セ
ク
タ
ー
以
外
が
資
金
余
剰
に
転
じ
、
日
本

銀
行
に
よ
る
異
次
元
金
融
緩
和
政
策
が
長
期
に
わ

た
る
中
、
既
存
の
金
融
仲
介
モ
デ
ル
が
大
き
な
打

撃
を
受
け
た
。
従
っ
て
、
海
外
事
業
を
中
心
に
ト
ッ

プ
ラ
イ
ン
を
伸
ば
し
て
は
い
る
も
の
の
、
国
内
に
関

し
て
は
大
胆
な
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、
ボ
ト
ム

ラ
イ
ン
の
悪
化
を
回
避
し
、
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
で

あ
る
金
融
機
関
の
維
持
に
努
め
て
き
た
の
が
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
10
年
の
状
況
で
あ
る
。

　
足
元
の
課
題
に
触
れ
る
と
、
１
点
目
は
金
融
シ

ス
テ
ム
の
問
題
が
あ
る
。
９・
11
後
の
金
融
緩
和
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
金
融
機
関
の
巨
大
化
に
伴
う
リ

ス
ク
が
重
な
り
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
世
界
金
融

危
機
に
至
っ
た
。
そ
の
反
省
に
立
っ
て
金
融
規
制
が

強
化
さ
れ
、
金
融
機
関
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
は
高
ま
っ

た
が
、
予
断
は
許
さ
れ
な
い
。
最
近
の
市
場
の
混

乱
は
、
ア
ー
リ
ー
シ
グ
ナ
ル
と
し
て
受
け
止
め
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

　
２
点
目
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
で
あ
る
。

金
融
の
役
割
が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
が
、
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
っ
て
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
や
プ
レ
ー
ヤ
ー

は
過
去
20
年
で
激
変
し
た
。
暗
号
資
産
や
Ｎ
Ｆ
Ｔ
、

メ
タ
バ
ー
ス
な
ど
の
新
し
い
仕
組
み
も
次
々
に
登

場
し
て
い
る
。
利
便
性
と
信
頼
性
を
両
立
さ
せ
つ

つ
、
新
し
い
価
値
を
創
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
３
点
目
は
、
金
融
自
身
の
稼
ぐ
力
で
あ
る
。
世

界
の
金
融
機
関
の
時
価
総
額
ラ
ン
キ
ン
グ
を
見
る

と
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
は
２
０
０
７
年
に
は
11
位

　
こ
こ
数
十
年
の
マ
ク
ロ
経
済
の
動
き
を
見
る
と
、

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
不
良
債
権
処
理
が
遅
れ
て
い
た

日
本
の
金
融
業
界
に
と
っ
て
、
２
０
０
２
年
は
大

き
な
転
換
点
で
あ
っ
た
。
小
泉
政
権
下
で
打
ち
出

さ
れ
た
金
融
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
不
良
債

権
比
率
が
半
減
し
、
公
的
資
金
の
ほ
と
ん
ど
が
回

収
さ
れ
た
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
際
、
欧
米
に
比

べ
て
日
本
の
金
融
機
関
へ
の
影
響
が
限
定
的
だ
っ

た
一
因
は
そ
こ
に
あ
る
。

　
そ
の
後
、
欧
州
の
金
融
機
関
が
退
潮
す
る
中
で
、

日
本
の
金
融
機
関
は
海
外
で
積
極
的
な
事
業
展
開

を
進
め
た
が
、
残
念
な
が
ら
世
界
で
の
プ
レ
ゼ
ン

ス
は
高
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
間
、世
界
市
場
で
は
、

超
金
融
緩
和
の
影
響
で
急
速
に
拡
大
し
た
マ
ネ
ー

を
運
用
す
る
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
と
、
フ

ロ
ー
の
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
市
場
ビ
ジ
ネ
ス

が
、
大
き
く
シ
ェ
ア
を
伸
ば
す
と
と
も
に
、
装
置

金
融
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展

成
長
と
フ
ェ
ア
ネ
ス
が
両
立
す
る

経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築

  「
我
が
国
経
済
社
会
の
展
望
と
経
団
連
の
果
た
す
べ
き
役
割
」
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の
両
輪
で
収
益
力
を
強
化
し
た
。

　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
後
、
中
国
の
急
激
な
成
長

を
主
因
と
す
る
資
源
の
ス
ー
パ
ー
サ
イ
ク
ル
が
起

こ
り
、
収
益
レ
ベ
ル
で
大
き
く
伸
長
し
た
も
の
の
、

２
０
１
６
年
に
は
終し

ゅ
う
え
ん焉

し
、
保
有
資
産
の
減
損
処

理
な
ど
で
大
き
な
一
過
性
損
失
を
計
上
し
、
赤
字

に
転
落
し
た
。
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
ボ
ラ

テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
の
高
さ
が
、
業
績
変
動
に
与
え
る
影

響
の
大
き
さ
を
意
識
し
て
、
コ
ス
ト
削
減
や
投
資

規
律
の
徹
底
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
の
組
み
替
え
を
機
動
的
に
行
っ
て
、
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
を
高
め
て
き
た
。

　
２
０
２
０
年
代
に
入
っ
て
、
脱
炭
素
化
の
流
れ

の
中
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
地
政
学
リ
ス
ク
の
顕
在
化

に
よ
る
商
品
市
況
の
高
止
ま
り
が
起
こ
っ
て
お
り
、

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
調
達
に
注
力
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
に
対
し
、

商
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大
限
に
活
用
し
、
代

替
ソ
ー
ス
の
確
保
や
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
最
適
化
に

向
け
た
機
能
と
役
割
が
増
大
し
た
こ
と
で
、
各
社

と
も
利
益
が
伸
長
し
て
い
る
。

　
い
わ
ば
、
１
９
９
０
年
代
に
生
じ
た
商
社
不
要

論
を
バ
ネ
に
し
て
、
商
社
各
社
が
そ
れ
ぞ
れ
取
引

先
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
業
務
の
多
様
化
を
実
現

し
、
機
能
を
変
化
・
拡
充
さ
せ
て
き
た
。
こ
の
柔

軟
性
こ
そ
が
、
商
社
の
最
大
の
強
み
で
も
あ
る
。

　
さ
ら
に
商
社
は
、
海
外
の
成
長
市
場
を
主
戦
場

と
し
、
病
院
事
業
を
含
む
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
ウ
ェ
ル
ネ

ス
分
野
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
、
次
世
代

　
総
合
商
社
は
、
日
本
の
様
々
な
産
業
・
業
界
と

の
取
引
を
通
じ
て
、
日
本
経
済
の
発
展
に
関
与
・

貢
献
し
て
き
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
日
本
経

済
の
縮
図
的
な
位
置
付
け
に
あ
る
と
い
え
る
。
し

か
し
、
こ
の
20
年
で
商
社
各
社
の
事
業
構
成
は
大

き
く
変
化
し
た
。

　
21
世
紀
初
頭
は
大
変
な
激
動
の
時
代
で
あ
っ
た
。

２
０
０
０
年
前
後
は
バ
ブ
ル
が
残
し
た
不
良
債
権

の
償
却
が
重
荷
と
な
り
、
大
規
模
な
リ
ス
ト
ラ
や

合
併
、
再
編
、
一
部
事
業
部
門
の
切
り
出
し
や
撤

退
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
身
軽
に
な
っ

た
中
で
、
従
来
の
貿
易
仲
介
業
務
の
強
化
に
と
ど

ま
ら
ず
、
取
引
先
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
自
ら
資

本
を
投
下
し
、
リ
ス
ク
を
取
っ
て
事
業
価
値
を
向

上
さ
せ
て
利
益
を
得
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

に
シ
フ
ト
し
た
。
総
合
的
な
事
業
投
資
会
社
と
し

て
の
機
能
を
拡
充
し
、
投
資
と
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ

取
引
先
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

業
務
・
機
能
の
多
様
化

副
会
長
／
三
井
物
産
会
長
　
安や

す
な
が永

竜た
つ
お夫

業
界
を
超
え
た
シ
ー
ム
レ
ス
な

国
際
連
携
で
地
球
上
の
課
題
解
決
へ
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経
団
連
の
果
た
す
べ
き
役
割
」

パネル
ディスカッション

4

29 2023・1

を
含
め
た
政
策
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
で
い
か
に
実
現

す
る
の
か
、
経
済
界
自
身
も
最
適
解
を
求
め
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
２
点
目
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
で
あ
る
。
経
団

連
で
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
数
と
成
功
の
レ
ベ
ル

を
５
年
で
10
倍
に
引
き
上
げ
る
た
め
の
施
策
を

２
０
２
２
年
に
打
ち
出
し
た
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に

は
新
陳
代
謝
を
促
し
、
明
日
を
担
う
産
業
を
生
み

出
す
原
動
力
が
あ
る
と
信
じ
る
な
ら
ば
、
大
企
業

自
身
が
、
変
革
と
成
長
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
捉
え
る
よ
う
に
、
カ
ル
チ
ャ
ー
を

変
え
る
必
要
が
あ
る
。
金
融
情
勢
が
変
わ
り
、
世

界
的
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
苦
戦
が
伝
え
ら
れ
る

今
こ
そ
、
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

　
３
点
目
は
、
人
的
資
本
投
資
で
あ
る
。
こ
こ
数

年
、
経
団
連
で
は
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性

や
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
の
拡
大
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
・
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
の
強
化
と
い
っ
た
議
論
が
急
激
に
進

ん
だ
。
今
後
は
、
労
働
者
の
潜
在
力
を
最
大
限
に

発
揮
で
き
る
社
内
環
境
と
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
大

き
な
産
業
・
企
業
へ
の
円
滑
な
労
働
移
動
を
可
能

に
す
る
労
働
市
場
の
実
現
が
課
題
で
あ
る
。
そ
れ

に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
成
長
の
果
実
を
社
員
に
還
元

し
、
賃
金
水
準
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
正
規
・

非
正
規
間
の
収
入
格
差
を
是
正
す
る
こ
と
が
、
社

会
の
安
定
の
み
な
ら
ず
、
人
的
資
源
を
フ
ル
に
有

　
具
体
的
に
は
、
１
点
目
は
Ｄ
Ｘ
と
Ｇ
Ｘ
で
あ
る
。

経
団
連
に
よ
る
Ｇ
Ｘ
提
言
は
、
日
本
政
府
の
政
策

形
成
に
反
映
さ
れ
た
。
今
後
は
ゴ
ー
ル
に
向
け
、

経
団
連
加
盟
企
業
自
身
が
コ
ミ
ッ
ト
す
る
と
と
も

に
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
へ

の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
脱
炭
素
化
と
経
済
成
長
、
産
業
競
争
力
の
強

化
と
財
政
の
持
続
可
能
性
確
保
と
い
う
短
期
的
に

は
相
反
す
る
目
標
を
、
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

効
活
用
す
る
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。
も
う
１

つ
は
教
育
で
あ
る
。
大
学
だ
け
で
は
な
く
、
初
等
・

中
等
教
育
の
段
階
か
ら
、
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ（V

olatility,
U
ncertainty,C

om
plexity,A

m
b
igu
ity

）

の
時
代
に
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
に
必
要
な
、
常

識
に
と
ら
わ
れ
ず
に
ゼ
ロ
か
ら
１
を
生
み
出
す
能

力
を
い
か
に
育
む
か
に
つ
い
て
、
積
極
的
な
意
見
発

信
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
４
点
目
は
、
経
済
外
交
で
あ
る
。
経
済
秩
序
の

再
構
築
に
向
け
て
、
政
府
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
経

済
界
も
海
外
パ
ー
ト
ナ
ー
や
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

と
の
対
話
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
私
自
身
、

２
０
２
１
年
ま
で
の
４
年
間
、
日
米
経
済
協
議
会
の

日
本
側
議
長
を
務
め
た
が
、
現
在
の
よ
う
に
政
治
、

外
交
、
経
済
が
切
り
離
せ
な
い
状
況
下
に
お
い
て
、

各
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
が
未
来
志
向
の
視
点

か
ら
議
論
し
意
見
発
信
す
る
こ
と
の
意
義
を
痛
感

し
た
。
日
本
は
２
０
２
０
年
の
Ｂ
20
東
京
に
続
き
、

２
０
２
３
年
に
は
Ｇ
７
の
開
催
国
と
な
る
。
こ
う
し

た
国
際
的
な
対
話
の
場
で
、
経
団
連
は
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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